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１０
月
末
に
鳥
取
を
た

っ
た
３

人
の
学
生
は
、

シ
リ
ア
の
岡
際

乾

焼
地
捜
業
研
究

セ

ン
タ

ー

で
、　
．乾

燥
環
境
下
で
の
持
統

的
な
土
地

・
水
資
源
管
理
」
に

関
す
る
糾
れ
を
受
識
す
る

コ
ー

ス
に
参
加
し
た
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、

砂
漠
化
対

策
や
乾
燦
地
の
土
地

・
水
資
源

の
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
基

本
的
な
知
識
を
学
ぶ
た
め

の
も

の
で
、

シ
リ
ア
、

チ

ュ
ニ
ジ
ア
、

パ
レ
ス
チ
ナ
な
ど
の
学
生
ら
も

参
加
し
て
、

国
際
色
豊
か
な
雰

囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た
。

謝
鼓

は
も
ち
ろ
ん
英
語
で
あ
る
。

船
師
は
世
界
各
地

の
大
学

・

研
究
所
の
研
究
者
が
あ
た
り
、

私
も
コ
ー
ス
最
後
の
３
日
間
の

討
式
を
受
け
持
っ
た
。

識
丸
の
内
容
は
、

作
物
用
水

―‘―‥
の
算
定
方
法
と
糾
湖
シ
ス
テ

ム
の
計
画
・
管
理
法
に
つ
い
て

で
あ
る
。

学
生
た
ち
に
と
っ
て

は
般
初
の
試
鞭
で
あ
っ
た
と
思

う
が
、

わ
れ
わ
れ
が
シ
リ
ア
入

り
し
た
こ
ろ
に
は
す
で
に
現
地

の
生
活
に
も
慨
れ
、

他
国
の
学

生
た
ち
と
も
和
気
あ
い
あ
い
と

学
ん
で
い
た
。

約
１
カ
月
に
お
よ
ぶ
糾
批
を

終
え
、

ま
ず
は
第
一
関
門
を
見

事
ク
リ
ア
し
た
。

学
生
た
ち
は

こ
れ
か
ら
、

シ
リ
ア
、

中
国
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
す
る
研
究

機
関
に
赴
き
、

個
別
に
設
定
し

た
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
る
。

（鳥
取
大
学
農
学
部
・
教
授

北
村
義
信
）（水

曜
日
に
掲
載
）

鳥大から世界へ羽ばたく若者たち の

国 際 乾 燥 地 農 業 研 究 セ ン タ ー (シ リ
ア )の 正 面 玄 関 にて 、 参 加 学 生 ら と
記 念 撮 影 。 著 者 (前列 左 端 )は 、 乾
燥 地 研 究 セ ンタ ー ・坪 准 教 授 (前列

中 央 )と 言番義 を 担 当 した 。 後 列 左 か
ら 3人 は 鳥 取 大 学 の 学 生


